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序章 緑のマスタープランの策定にあたって 
１．緑の基本計画とは 
近年の環境問題に関する関心の高まりや自然とのふれあいに対する国民のニーズに応え、都市におけ

る良好な生活環境を形成するためには、一定の目標の下に、都市公園の整備、特別緑地保全地区の決定

など都市計画制度に基づく施策と、民間建築物や公共公益施設の緑化、緑地協定、ボランティア活動、

各種イベント等都市計画制度によらない施策や取組みを体系的に位置づけ、官民連携の下、計画的かつ

系統的に緑地の保全・創出を図ることが必要です。 

緑の基本計画（以下「基本計画」という。）制度は、地域の実情を十分に勘案するとともに、施設の

管理者や住民などの協力を得つつ、官民一体となって緑地の保全及び緑化の推進に関する施策や取組み

を総合的に展開することを目的として、住民に最も身近な地方公共団体である市区町村が総合的な都市

における緑に関するマスタープランとなる基本計画（本市においては「緑の基本計画」を「緑のマスタ

ープラン」として呼称しているため、以下「緑のマスタープラン」という。）を策定できることとした

ものです。（都市緑地法運用指針 2017（平成 29）年６月 15 日改正） 

 

２．緑の定義 
緑のマスタープランで対象とする緑や緑地を、新編緑の基本計画ハンドブックで示されている緑地の

分類を参考として、以下のように定義します。 

■「緑」とは 
水面や水辺（河川）、農地（田、畑、植木畑）、樹林地、公園・緑地、施設の緑（庭、屋上緑化、

壁面緑化など）を指します。 

■「緑地」とは 
樹林地、水辺などのうち、公園や広場など、一般に利用できる施設として確保されている土地の

区域（施設緑地）や法律、条例などに基づく制度によって、土地利用や開発等が制限されている土

地の区域（地域制緑地）を指します。 
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３．緑のマスタープラン策定の目的と背景 
（１）目的 
前回緑のマスタープランは 2010（平成 22）年４月に策定され、８年あまりが経過しました。その

間、国においては都市再生特別措置法の改正により立地適正化計画が、まち・ひと・しごと創生法に

よりまち・ひと・しごと創生総合戦略が策定され、これからの都市計画はその法改正の趣旨に沿って

進めることが望まれています。 

愛知県においては、2018（平成 30）年度に『尾張都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（尾張

都市計画区域マスタープラン）』（以下、『尾張都市計画区域マスタープラン』という。）が策定されま

した。また、2020（令和２）年度を目標年次とする『愛知県広域緑地計画』についても、社会情勢の

変化や緑の変遷への対応などの背景から見直しが予定されています。 

本市の最上位計画である『稲沢市ステージアッププラン（第６次稲沢市総合計画）』（以下『稲沢市

ステージアッププラン』という。）の策定（2017（平成 29）年度）と昨今の社会情勢や自然環境など

の変化に加え、これまでの施策等の検討及び実施状況を踏まえ、官民一体となって緑地の保全及び緑

化の推進に関する施策や取組みを総合的に展開することを目的として策定するものです。 

公共施設緑地 

民間施設緑地 

協定によるもの 

条例などによるもの 

市民緑地、社寺林、公開空地など 

緑地協定が結ばれた緑地など 

保存樹林地など 

施 設
緑 地

都市公園 街区公園、近隣公園、都市緑地など

児童遊園、公共的な施設など 

緑 地 

「緑地」としての位置づけがないもの 
・住宅などの庭木や草花 ・法律や条例などにより規制を受けていない民有地の樹林等

緑 地域制
緑 地

法によるもの 
生産緑地地区、農業振興地域農用地
など 

都市公園等
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（２）背景 
緑のマスタープランの策定にあたり、時代潮流や緑に関わる法制度の改正、本市の上位関連計画に

ついて、以下に整理します。 

 

１）時代潮流 

少子高齢化による人口減少時代に入り、これまでのように人口増を前提とした成長発展を目指す

まちづくりから、健康長寿社会における健康寿命の延伸、誰もが安心して暮らせる環境、暮らしの

質の向上に着目したまちづくりへの転換が求められています。コンパクトシティの形成や既存スト

ックの活用、整理合理化を踏まえた都市機能の更新といった持続可能な社会システムの構築が求め

られています。 

また、自然災害（東日本大震災・熊本地震などの大規模地震、集中豪雨等）に対する防災・減災

への意識の高まりから自然災害への備え、環境負荷の低減が求められています。 

 

２）法制度の改正 

国においては 2016（平成 28）年４月の社会資本整備審議会の「新たな時代の都市マネジメント

小委員会」において、今後の都市公園等のあり方として、ストック効果の向上、官民連携の加速、

都市公園等の一層柔軟な活用などの方針が示されました。 

また、2017（平成 29）年度には都市における緑地の保全及び緑化並びに都市公園の適切な管理を

一層推進するとともに、都市内の農地の計画的な保全を図ることにより、良好な都市環境の形成に

資するために都市緑地法などの一部改正が行われました。 

 

３）上位・関連計画 

本市のまちづくりの方向を示す基本となる『尾張都市計画区域マスタープラン』をはじめ『愛知

県広域緑地計画』『稲沢市ステージアッププラン』『稲沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略』を上

位計画とし、『稲沢市観光基本計画』などのその他関連計画と整合を図ることとします。 

 

４．計画の位置づけ 
（１）計画期間 
緑のマスタープランは、本市の長期的なまちづくりの方向を示す基本となる『稲沢市ステージアッ

ププラン』や、本市の定める都市計画の指針となる『稲沢市都市計画マスタープラン』を上位計画と

しています。これらと整合をとるため、2020（令和２）年度から 10 年間の 2029（令和 11）年度末を

計画期間とします。 

 

（２）計画の位置づけ 
この計画は、都市緑地法第４条に規定された緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画として定

めるものです。 
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５．都市における「緑」の役割 
本市における「緑」について、時代潮流や緑に関わる法制度の動きを踏まえ、都市における「緑」の

役割を整理します。 

 

○都市の環境を改善する  気候変動（地球温暖化）など地球環境や都市構造の問題からの視点 

・緑の二酸化炭素吸収能力の維持増進や緑被による地表面の温度上昇の抑制 

・緑の適切な保全と緑化の推進 

・生物多様性の確保 

 

○市民の健康を育む  レクリエーションや健康増進の場としての視点 

・屋外におけるスポーツや緑とのふれあいを通じた健康と心の豊かさの維持増進 

 

○市民の安全を守る  防災機能の視点 

・避難場所などのオープンスペースの確保 

・風水害、地震、延焼火災などへの対応（防風、水害の抑制、農地の遊水機能、延焼遮断等） 

 

○都市の美しさと個性のシンボル  都市景観・歴史文化の継承の場、観光の場としての視点 

・緑豊かな稲沢らしい風景（植木畑・銀杏畑）や歴史文化的景観の保全と継承 

・良好な緑環境の創出による快適なライフスタイルの創出 

 

○市民参加と交流促進の場  緑を通じた市民協働の場という視点 

・暮らしやすさの維持、向上には市民の協力が必要であることの合意形成 

・緑に関わる市民活動を通じた市民交流の促進、情報発信によるシティプロモーション 
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■リニア新時代に向けた地域特性を最大限活かした対流の促進に向けた主な目標 

・歴史・文化資源、国営木曽三川公園をはじめとするスポーツ・レクリエーション資源などの

地域資源を活かした地域づくりを進め、様々な対流を促進し、にぎわいの創出を目指します。 

 

■大規模自然災害等に備えた安全安心な暮らしの確保に向けた主な目標 

・災害危険性の高い地区では、防災・減災の観点から土地利用の適正な規制と誘導を図ります。 

 

■自然環境や地球温暖化に配慮した環境負荷の小さな都市づくりの推進に向けた主な目標 

・中央部や南西部の農地、東部の樹林地などの緑地では無秩序な開発を抑制するなど、適正な

土地利用の規制・誘導を図り、豊かな自然環境を保全します。 

第１章 上位・関連計画の整理 
１．上位計画の整理 
（１）尾張都市計画区域マスタープラン（2019（平成 31）年３月） 
『尾張都市計画区域マスタープラン』は、愛知県が一市町村を越えた広域的な見地から、尾張都市

計画区域（一宮市、春日井市、犬山市、江南市、小牧市、稲沢市、岩倉市、大口町、扶桑町）におけ

る区域区分をはじめとした都市計画の基本的な方針を定めるものです。 
 
１）都市づくりの基本理念 

 
 
 

 

 

 

 

 

２）都市づくりの目標 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

将来都市構想図 

 

広域からヒトやモノが集まるとともに、 
歩いて暮らせる身近な生活圏が形成された都市づくり 

「元気」 
優れた広域交通体系により、航空宇宙産業をはじめとする産業の集積、多くの
歴史・文化資源や豊かな自然環境などの多様な地域資源を活かし、多方面からヒ
ト・モノなどが集まる都市づくりを進めます。 

「暮らしやすさ」 地域のコミュニティと生活に必要な都市機能を維持しながら、さらなるスプロ
ール化を抑制し、歩いて暮らせる生活圏が形成された都市づくりを進めます。 
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（２）愛知県広域緑地計画（2019（平成31）年３月） 

■計画の理念 

○緑は、生物多様性の保全、都市環境の改善、防災・減災、レクリエーション、景観形成など、極

めて多くの機能を有し、私たちの暮らしはその恩恵の上に成り立っています。また、緑は、人々

の五感に働きかけ、ストレス軽減や癒やしなど心理面に作用する機能があることも知られており、

私たちの生活と深くかかわり、欠くことのできない存在です。 

○これまでは、緑の量の拡大を重点的に進めてきたところですが、これからは、緑の多様な機能が

最大限に発揮できるように適切なメンテナンスを行うことや、緑の多様性を維持するための配慮

を行うなど、目的に応じて緑の「質」を高めていくことが求められています。 

○また、地域の特性にあわせて、多様な主体との連携や協働を充実させて、良好な緑を活用し、魅

力的なまちづくりを進めていく視点も重要となってきます。 

○そこで、計画の理念を、「緑の質を高め」、「多様な機能を活用」し、良好な生活環境や健康的な

暮らし（「豊かな暮らし」）の基盤（「支える」）となる緑を多様な主体と共に連携・協働し、活用

していく取組みの推進（「あいちの緑づくり」）を目指し、以下の通りとします。 

 

 

 

 

 

■３つの緑の基本方針 
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施策のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本政策分野の体系 

（３）稲沢市ステージアッププラン（2018（平成 30）年１月） 
『稲沢市ステージアッププラン』は、本市の都市づくりに関する行政運営全般の最上位計画であり、

基本的な方針と施策、事業を定めています。 
 
１）基本的な方向性 
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■まちの基盤づくり 

緑を身近に感じる良好な住環境を形成するとともに、幹線道路の整備などにより市街地間

の連携強化と広域交通の利便性の向上を図る。 

公園・緑地の目標として木曽川周辺の自然環境や公園・緑地、河川などの地域資源を引き

続き保全・活用するとともに、地域住民が愛着を持てる公園・緑地を整備することで、市民

にとっての憩い・交流の場所を創出する。 

 

■生活環境 

持続可能な社会の実現に向けて、自然環境の保全や循環型社会の形成に取り組む。 

 

■子育て・教育 

結婚、妊娠、出産、子育てに関する環境をより良いものにすることにより、子どもを安心

して産み育てることができる社会の形成を図る。また、保育や教育の環境を地域と連携して

充実させることで、子どもの健やかな成長を支援する。 

 

■健康・医療 

生活習慣病などの発症・重症化を予防し、市民が生涯いきいきと健康に暮らすため、健康

を支える環境づくりとスポーツ活動に気軽に取り組める機会づくりに取り組む。 

 

■安心・安全 
大規模地震や集中豪雨などの自然災害、特殊詐欺などの犯罪、交通事故などから市民の生

命、身体及び財産を守るため、関連機関との密な連携、地域の消防・防災・防犯力の強化、

適切な初動対応に重点を置き、安心して安全に暮らせるまちづくりに取り組む。 

 

■まちの魅力 

市民が文化的で豊かな暮らしを実現するためにそれらを気軽に体験できる仕組みをつく

るとともに、地域が一体となって知名度向上と観光振興に取り組むことで、市外からも訪れ

たいと思われる魅力あるまちを目指す。 

 
２）基本政策分野別の方針（抜粋） 
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■基本方針 

本市の特徴である地域の良好な自然環境の保全に配慮しつつ、豊かな市民生活の実現や産

業経済活動の振興のため、土地利用の誘導を目指し、住・農・商・工の調和の取れた潤いと

活力のある都市の形成を図る。 

■ゾーン別基本方針 

○市街地ゾーン 

・道路、上下水道、公園・緑地などの都市施設の充実を図り、環境や景観に配慮した住

み良い住宅地を形成。 

・稲沢市のブランドイメージを高めるため、名鉄国府宮駅周辺の再整備に優先的に取り

組み、低未利用地の解消及び土地の高度利用を進めることで、中心市街地として魅力

ある都市空間を創出。 

○田園居住ゾーン 

・名鉄国府宮駅、ＪＲ稲沢駅以外の鉄道駅周辺や市街化調整区域に点在する既存集落・

住宅団地については、地区計画や条例制定等により住宅の建設を誘導するなどして人

口の流出防止を図ることにより、地域コミュニティの維持に努めるとともに、周辺の

営農環境と調和した良好な集落を形成。 

・効率的な農業経営を図るための農地の集約を推進し、適切に農地を保全。 

○緑地ゾーン 

・木曽三川公園周辺地域の自然環境を保全するとともに、サリオパーク祖父江周辺地域

を「広域レクリエーション拠点」として、余暇活動や自然とのふれあいの場として活

用。 

 

３）土地利用の方針 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

土地利用ゾーニング図 
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■施策の基本的方向（緑に関する施策） 

○市のブランドイメージを高めます 

○子どもが健やかに育つ教育環境を創ります 

○本市の特性や地域資源を生かして地場産業を育成します 

○健『幸』社会の実現を目指します 

○安心・安全で自然環境が豊かな生活圏域を形成します 

「稲沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の構成 

（４）稲沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2016（平成28）年３月） 
急速な少子高齢化及び人口減少、東京一極集中といった我が国の社会をめぐる問題に対応するため、

政府はまち・ひと・しごと創生本部を設置し、国としての「人口ビジョン」「総合戦略」を 2014（平

成 26）年 12月に閣議決定しました。同時に、すべての自治体に対し、2015（平成 27）年度中に「地

方版人口ビジョン」「地方版総合戦略」を策定することを努力義務としました。 

これを受け本市においても、本市の特性や強み、地域資源を生かした魅力的なまちづくりを行うた

めの具体的な施策をまとめた『稲沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略』を策定しています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑に関連する施策

子どもが健やかに育つ教育環境を創ります 

本市の特性や地域資源を生かして地場産業を育成します 

健『幸』社会の実現を目指します 

安心・安全で自然環境が豊かな生活圏域を形成します 
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■都市公園法等 

○都市公園で保育所等の設置を可能に（国家戦略特区特例の一般措置化） 

○民間事業者による公共還元型の収益施設の設置管理制度の創設 

－収益施設(カフェ、レストラン等)の設置管理者を民間事業者から公募選定 

－設置管理許可期間の延伸(10 年 → 20 年)、建蔽率の緩和等 

－民間事業者が広場整備等の公園リニューアルを併せて実施 

○公園内のＰＦＩ事業に係る設置管理許可期間の延伸（10年 → 30 年） 

○公園の活性化に関する協議会の設置 

■都市緑地法 

○民間による市民緑地の整備を促す制度の創設 

－市民緑地の設置管理計画を市区町村長が認定 

○緑の担い手として民間主体を指定する制度の拡充 

－緑地管理機構の指定権者を知事から市区町村長に変更、指定対象にまちづくり会社等

追加 

■生産緑地法、都市計画法、建築基準法 

○生産緑地地区の一律 500 ㎡の面積要件を市区町村が条例で引下げ可能に(300 ㎡を下限) 

○生産緑地地区内で直売所､農家レストラン等の設置を可能に 

○新たな用途地域の類型として田園住居地域を創設 

（地域特性に応じた建築規制、農地の開発規制） 

■都市緑地法 

○市区町村が策定する｢緑の基本計画｣(緑のマスタープラン)の記載事項を拡充 

－都市公園の管理の方針、農地を緑地として政策に組み込み 

２．関連計画の整理 
都市緑地法等の一部を改正する法律 
公園・緑地などのオープンスペースは、良好な景観や環境、にぎわいの創出等、潤いのある豊かな

都市をつくる上で欠かせないものであり、また、災害時の避難場所としての役割も担っています。都

市内の農地も、近年、住民が身近に自然に親しめる空間として評価が高まっています。 

このように、様々な役割を担っている都市の緑空間を、民間の知恵や活力をできる限り生かしなが

ら保全・活用していくため、都市緑地法等の一部を改正する法律及び関係政省令が、2017（平成 29）

年６月 15日に施行されました。（一部については 2018（平成 30）年４月１日施行） 
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第２章 前回緑のマスタープランの総括 
前回緑のマスタープランでは、尾張大國霊神社（国府宮）の社寺林と参道景観の保全、史跡尾張国分

寺跡、銀杏畑など、本市の自然や歴史に係る緑の保全活用や産業に係る緑の確保など、多種多様な具体

的施策を示しています。 

緑地及び都市公園等に関して、前回計画の達成度検証を以下に整理します。 

 
【緑地】 

○無秩序な農地の開発を抑え、優良な農地を保全していくために、農業振興地域農用地区域について除

外の運用基準を見直し、適切な指導を行うことで農地の保全に努めました。また、市街化区域内の緑地

面積は2009（平成21）年度から 1.3ha（文化の丘公園9,962㎡、どうこう公園3,500㎡、かなしんでん

公園 2,500 ㎡など）増加しています。このように農地の保全や公園整備に努めてきましたが、前回緑の

マスタープランに定められていた緑地に関する成果指標には生産緑地や農業振興地域農用地区域が

含まれ、これらが減少傾向にあるため、目標値に到達しませんでした。 

 

緑地の整備に係る指標の目標 

 

【都市公園等】 

○都市計画区域内では、文化の丘公園、大江川親水公園、西町公園などの整備を進めたため、都市計

画区域内の都市公園面積は目標値を達成しています。 

○都市計画区域の都市公園等面積は約152.8haで、目標達成しており、都市計画区域の１人当たり都市

公園等面積も 11.2 ㎡／人と高い値になっているものの、都市計画区域人口が目標値以上であったた

め、市民１人当たりの都市公園面積の目標値は未達成となっています。 

○市街化区域では、文化の丘公園や新町いこいの森公園などの街区公園の整備を進めたものの、面積

及び市民１人当たりの都市公園面積ともに目標値は未達成となっています。 

○市道の緑化延長については、（都）中大通線の再整備や（都）治郎丸赤池線などの道路緑化を進めたも

のの、目標値は未達成となっています。 

 
項目（指標） 前回緑マス現況値 

2009（平成 21）年度 
前回緑マス目標値 
2020（令和２）年度 

現況値 
2018（平成 30）年度

緑 
 

地 

都市計画区域内の緑地面積 3,216ha 3,230ha 3,224ha
都市計画区域面積に対する緑地
の割合 40.6％ 40.7％ 40.6％

市街化区域内の緑地面積 48.3ha 56.3ha 49.6ha

市街地面積に対する緑地の割合 5.4％ 5.7％ 5.5％
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都市公園等の整備に係る指標の目標 

※1 2005（平成 17）年 国勢調査 
※2 2015（平成 27）年 国勢調査 

【総括】 

前回緑のマスタープランでは、本市の特色である農地や木曽川周辺の自然環境の保全、桜ネックレス

の充実など、多種多様な具体的施策を示していましたが、集中的に施策を実施できなかったことから、計

画にあたっては選択と集中を意識することが必要です。 

 

 
項目（指標） 

前回緑マス現況値 
2009（平成 21）年度 

前回緑マス目標値 
2020（令和２）年度 

現況値 
2018（平成 30）年度

人
口 

都市計画区域内人口 136,965 人※１ 131,200 人 136,867 人※2

市街化区域内人口 53.1 千人 57.8 千人 56.3 千人

都
市
公
園
等 

都市計画区域内の都市公園面積 55.1ha 67.1ha 68.4ha
都市計画区域の 1 人当たり都市
公園面積 

4.0 ㎡／人 5.1 ㎡／人 5.0 ㎡／人

都市計画区域の都市公園等面積 138.3ha 152.3ha 152.8ha
都市計画区域の 1 人当たり都市
公園等面積 

10.1 ㎡／人 11.6 ㎡／人 11.2 ㎡／人

市街化区域内の都市公園面積 16.5ha 24.5ha 21.5ha
市街化区域内の 1 人当たり都市
公園面積 3.1 ㎡／人 4.2 ㎡／人 3.8 ㎡／人

緑
化 市道の緑化延長 39,850ｍ 44,000ｍ 41,000ｍ
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 第３章 課題の整理 

都市公園に関する課題と緑の機能からみた課題、計画実現に向けての課題をそれぞれ抽出し、整理し

ます。 

 

１．都市公園に関する課題 
都市公園面積の国の標準値は、市街化区域内では１人当たり 5.0 ㎡であり、都市計画区域内では 10.0

㎡となっています。都市公園について、本市における現況の強み弱みを整理した上で、以下に課題を抽

出します。 
 

【強み】 

○都市公園に公共施設緑地を含めた都市公園等については、市街化区域内及び都市計画区域内において、

いずれも国の標準値を上回っています。 

 

【弱み】 

○市街化区域においては、都市公園のみの面積では国の標準値を下回っています。また、面整備されている

区域の一部で、都市公園が不足している区域があります。 

 

都市公園等の分布と誘致圏域の状況(出典：稲沢市資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本的課題】 

○面的整備済みの地域において都市公園整備がされていない箇所では、新たな公園用地の確保が課題

です。 

○都市緑地法などの一部改正を受けて、新制度を活用して街のにぎわいの場や交流の場としても機能す

るように、市街化区域内の都市公園ストック活用が課題です。 
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２．緑の機能からみた課題 
「緑」の役割における５つの視点について本市の現況の強み弱みを整理した上で、以下に課題を抽出

します。 

また、５つの視点に加え都市公園の整備にあたっては、「視点⑥：選択と集中」の視点からも課題を

抽出します。 

 

視点①︓都市環境の改善機能 

【強み】 

○市域の約 50％が農地として利用されており、地表面温度の抑制に寄与しています。 

○1,000 ㎡以上の保存樹林を持つ社寺が 76箇所あり、二酸化炭素吸収に寄与しています。 

○木曽川をはじめ、青木川、日光川、三宅川、福田川など多くの河川が流れており、生物多様性の維持に寄与

していると考えられます。 

○街路樹が市内で約 41,000ｍ整備されています。 

【弱み】 

○農地は減少傾向にあります。 

○近年農地転用が増加傾向であり、2014（平成 26）年度及び 2015（平成 27）年度には、年間 20ha 以上の

農地が転用されています。 

○交通安全上、視認の妨げになっている街路樹があります。 

1,000 ㎡以上の保存樹林の箇所数及び面積 （2017（平成 29）年度末） 

 

農地法に基づく農地転用許可面積（ha） (出典：愛知県土地に関する統計年報) 

 

 

 

 

尾張大國霊神社(国府宮) 

【基本的課題】 

○二酸化炭素吸収能力の維持・増進、地表面温度の上昇抑制、生物多様性の確保のために、社寺林や

田畑、河川の緑の保全が課題です。 

○民有地の緑の保全を図るためには、市民への情報提供や意識啓発などを行いながら田畑や社寺林の

大切さを共通認識し、市民や地元企業との協働で進めていくことが課題です。 

○視認性に配慮した街路樹の維持・改修が課題です。 

 
市街化区域 市街化調整区域 市内全域 

箇所数 面積（ha） 箇所数 面積（ha） 箇所数 面積（ha） 

保存樹林 8 2.87 68 12.88 76 15.75

2006 
（平成 18）年度 

2007 
（平成 19）年度

2008 
（平成 20）年度

2009 
（平成 21）年度

2010 
（平成 22）年度

2011 
（平成 23）年度

2012 
（平成 24）年度

2013 
（平成 25）年度

2014 
（平成 26）年度

2015 
（平成 27）年度 計 転用率

（％）

13 15 17 8 9 7 8 13 20 21 131 3.4
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視点②︓レクリエーションや健康増進の機能 

【強み】 

○市域西端の木曽川に面してサリオパーク祖父江が整備されており、珍しい河岸砂丘や松林とあいまって特徴

的な公園として整備されています。また、ウインドサーフィンやサップヨガなどの水面利用によるレクリエーション

が行われています。 

○祖父江の森や陸上競技場などスポーツが楽しめる施設が整備されています。 

○美濃路や岐阜街道などの歴史的な街道が存在し、桜ネックレスやウォーキングコースなどが設定されていま

す。 

 

【弱み】 

○市街化区域内では身近な公園が概ね確保されていますが、一部で公園が整備されていない区域がみられ

ます。 

○木曽三川公園の拠点をつなぐサイクリングロードの整備が進められていますが、本市においては未整備です。 

 

木曽川沿川サイクリングコースＭＡＰ（一部加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本的課題】 

○市街化区域内の公園の整備がされていない区域では、既存の公共施設の有効活用や公園用地の確

保の検討が課題です。 

○健康増進のために、スポーツが可能な施設などの維持及び活用が課題です。 

○木曽三川公園の拠点をつなぐサイクリングロードの整備が課題です。 

○サリオパーク祖父江の施設間連携による魅力的なイベントの開催などにより、年間を通じた利用者数を

増加させることが課題です。 
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視点③︓防災機能 

【強み】 

○市街化区域を取り囲む形で市街化調整区域が設定されており、一団のまとまりある農地が広い範囲にみられ、

農業振興地域農用地区域が指定されています。 

○地震、洪水などの一時避難場所として、57 箇所の公園が指定されています。 

○文化の丘公園など防災機能を有する公園が整備されています。 

○一時避難場所となっている公園の一部では、誘導灯やかまどベンチなどの防災関連施設を設置しています。 

 

【弱み】 

○雨水の一時貯留や、遊水機能を持つと考えられる農業振興地域農用地区域の転用が増加しつつあります。 

○一時避難場所となっている公園でも、防災関連施設の設置されていないところがあります。 

○延焼防止などにも効果がある生垣設置については、補助制度の活用が少ない状況にあります。 

 

市民アンケートにおける公園整備の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かまどベンチ 

【基本的課題】 

○緑が持つ防災機能を維持するために、防風林、遊水機能を有する農地、地震時の延焼火災などに資

する緑の保全が課題です。 

○一時避難場所となっている公園においては、防災関連施設の設置が課題です。 

○延焼防止などにも効果がある生垣設置を促進することが課題です。 

19.1 

33.7 

34.7 

40.4 

5.9 

25.5 

26.8 

2.2 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

遊具のある身近な公園

軽いスポーツができる身近な公園

緑の多い身近な公園や散策路

防災機能を備えた公園

運動場のある大規模な公園

自然を感じられる緑地

市民が交流できる休憩施設のある公園

その他

無回答
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視点④︓歴史・景観及び観光資源の継承機能 

【強み】 

○木曽川の水辺景観や松林、歴史的景観、社寺林などが市民にとって身近で主要な景観資源となっていま

す。 

○「美しい愛知づくり景観資源 600 選」に選ばれた景観資源が市内に多くあります。 

○観光資源として、尾張大國霊神社(国府宮)、善光寺東海別院、祖父江のイチョウ、サリオパーク祖父江、矢

合観音、桜ネックレスなどが挙げられ、社寺や伝統的な催事など歴史・文化に関わるものや、自然に関わる

資源で多くの観光客を集めています。 

○稲沢桜まつり、へいわさくらまつり、いなざわ植木まつり、稲沢あじさいまつり、そぶえイチョウ黄葉まつり、いなざ

わ梅まつりなど、四季を感じることができる花と緑のイベントがあります。 

 

【弱み】 

○地域資源である祖父江のイチョウや、歴史的資源である史跡尾張国分寺跡などをテーマとした施設や公園

の整備が進んでいません。 

 

主なイベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和の桜ネックレス     祖父江のイチョウ（山崎） 

 

【基本的課題】 

○緑豊かな稲沢らしい風景を守るため、田畑、社寺林、松林などの保全が課題です。 

○地域資源や歴史的資源を活用した公園の整備が課題です。 

取組み例 主な実施主体 
稲沢桜まつり・へいわさくらまつり 商工会議所・商工会 
いなざわ植木まつり 市 
稲沢あじさいまつり 市・市観光協会・商工会議所 
稲沢夏まつり 市民団体 
稲沢サンドフェスタ 市 
稲沢まつり 商工会議所 
そぶえイチョウ黄葉まつり 商工会 
国府宮はだか祭 社寺 
いなざわ梅まつり 市観光協会 
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視点⑤︓市民協働 

【強み】 

○多くの公園が地元団体により管理されており、道路などの公共の場所を市民団体や企業等が市と協力して美

化活動を行うアダプト制度が運用されています。 

○植木の生産が多く、出荷本数は県内の８割を占めており、植木業者など緑に携わる人々が身近にいます。 

○市内の小学校では、みどりの少年団活動などを通して、緑の学習や、花壇、プランターの育成管理などが行

われています。 

○ビオトープながおかや下水道科学館などの既存施設を活用して、尾張西部生態系ネットワーク協議会や市民

団体による環境教育が行われています。 

 

【弱み】 

○一部の公園では地元団体による管理が進んでいません。 

○民有地緑化に関する助成制度の活用件数が少ない状況にあります。 

○緑づくりを支える植木業者などとの連携が進んでいません。 

 

公園の維持管理を行っている地元団体数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本的課題】 

○緑を生かした豊かな暮らしを実現するため、民有地緑化に対する助成制度の活用促進が課題です。 

○緑づくりを支える植木業者などとの連携が課題です。 

○現在公園などの維持管理の多くが地元団体により行われていますが、今後も地元団体数の増加に努め

ることが課題です。 
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視点⑥︓選択と集中 

【強み】 

○中心市街地にある稲沢公園は、周辺の荻須記念美術館と調和した公園として整備されています。 

○市内最大で特色のあるサリオパーク祖父江では、国営、県営、市営公園が一体として整備されています。 

 

【弱み】 

○施設の老朽化が顕著で更新費用も増加しており、時代に合った地域ニーズとの整合が図られているかどうか

の懸念もあります。 

○公園や街路樹などの維持管理費が増加しています。 

 

都市公園及び児童遊園の維持管理費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本的課題】 

○公園・緑地や街路樹などの日常的な維持管理費や維持修繕費などが増大しており、今後も増加が懸

念されることから、維持修繕や施設の補修・整備にあたっては、限られた財源の中で「選択と集中」の視

点から優先度を設定することが課題です。なお、選択にあたっては、地域ニーズを十分に把握すること

が課題です。 
３．計画実現に向けての課題 
都市公園及び緑の機能からみた課題を踏まえて、緑の多様な機能を持つ公園・緑地は都市構造上もそ

の骨格となる施設であり、市民や来訪者など多くの人々の利用が予想できることから、市民が緑に触れ

る機会を増やし、緑の軸や緑の拠点を配置することで、市民協働で多様な緑を創出することが課題です。 

 

維持管理費（千円） 
2013 

（平成 25）年度
2014 

（平成 26）年度 
2015 

（平成 27）年度 
2016 

（平成 28）年度

都市公園 146,007 155,796 168,884 178,570

児童遊園 12,208 11,942 14,560 14,556

合  計 158,215 167,738 183,444 193,126
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第４章 全体構想 
１．緑の将来都市像及び緑のまちづくりの目標 
上位計画である『稲沢市ステージアッププラン』や関連計画などの考え方を反映するとともに、前章

で示した都市公園に関する課題、緑の機能からみた課題を踏まえ、緑の将来都市像の実現に向けて緑の

まちづくりの目標を設定します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の将来都市像 

【基本理念】 

健康的で快適な暮らしが実感できる個性豊かな緑のあるまち 
【方向性】 

個 性  

個性豊かで多様な緑を保全し、緑と共生した暮らしの場を提供する 

本市独自の風景である植木畑、銀杏畑などの地場産業としての農地と集落地の共生する農業集落

地や、そこに分布する社寺林、松林などと共に暮らすまち 

暮らし  

身近な緑を守り育み、既存の公園などを積極的に活用する 

身近な緑や公園などの保全活用を進め、潤いある住環境の創出を図りながら、身近に緑とふれあ

う暮らしができるまち 

共 感  

緑の存在価値を市民が共有する 

市街地内外に存する多様な緑が持つ存在価値に共感し、市民の共通認識として緑を大事にする心

を育むまち 
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緑の機能からみた課題 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や 

健
康
増
進
の
機
能 

○市街化区域内の公園の整備がされていない区域では、既存の公共施設の有効活用や公園用地の確保の検討が課題。

○健康増進のために、スポーツが可能な施設などの維持及び活用が課題。 

○木曽三川公園の拠点をつなぐサイクリングロードの整備が課題。 

○サリオパーク祖父江の施設間連携による魅力的なイベントの開催などにより、年間を通じた利用者数を増加させることが

課題。 

防
災
機
能 

○緑が持つ防災機能を維持するために、防風林、遊水機能を有する農地、地震時の延焼火災などに資する緑の保全が課

題。 

○一時避難場所となっている公園への、防災関連施設の設置が課題。 

○延焼防止などにも効果がある生垣設置を促進することが課題。 

 

都市公園に関する課題 

愛知県広域緑地計画 
計画の理念 

■都市と自然が調和した環境にやさしい

あいちの緑づくり 

広域的な緑のあり方 

・県土の骨格を形成する緑地や生物多様性に

配慮した水と緑のネットワークの中で木曽川を

重要視。 

・市街地内の水と緑のネットワークでは木曽

川、日光川などの河川周辺が位置づけ。 

・広域的な緑の拠点となる都市公園で、国営

木曽三川公園が位置づけ。 

現況緑地の特性 
・都市計画区域における都市公園等※

の１人当たり面積は 11.2 ㎡。 

・市街化区域における都市公園等の１

人当たり面積は 6.0 ㎡。 
※都市公園等：都市公園と児童遊園や地区広場などの

公共施設緑地の総称 

・稲沢地区には街路樹が多くみられる。

・行政区域面積に対する農地面積の割

合が約 50％。 

・サリオパーク祖父江、水辺景観、歴史

的景観、社寺林などが身近で主要な

景観資源。 

○面的整備済みの地域において都市公園整備がされていない箇所では、新たな公園用地の確保が課題。 

○新制度を活用して街のにぎわいの場や交流の場としても機能するように、市街化区域内の都市公園ストック活用が課

題。 

○緑豊かな稲沢らしい風景を守るため、田畑、社寺林、松林などの保全が課題。 

○地域資源や歴史的資源を活用した公園の整備が課題。 

歴
史
・景
観 

及
び
観
光
資
源
の 

継
承
機
能 

○公園・緑地や街路樹などの維持管理費や維持修繕費などが増大しており、今後も増加が懸念されることから、維持修繕

や施設の補修・整備にあたっては、限られた財源の中で「選択と集中」の視点から優先度を設定することが課題。なお、

選択にあたっては、地域ニーズを十分に把握することが課題。 

選
択
と
集
中

市
民
協
働 

○緑を生かした豊かな暮らしを実現するため、民有地緑化に対する助成制度の活用促進が課題。 

○緑づくりを支える植木業者などとの連携が課題。 

○現在公園などの維持管理の多くが地元団体により行われているが、今後も地元団体数の増加に努めることが課題。 

○二酸化炭素吸収能力の維持・増進、地表面温度の上昇抑制、生物多様性の確保のために、社寺林や田畑、河川の緑

の保全が課題。 

○民有地の緑の保全を図るためには、市民への情報提供や意識啓発などを行いながら、田畑や社寺林の大切さを共通認

識し、市民や地元企業との協働で進めていくことが課題。 

○視認性に配慮した街路樹の維持・改修が課題。

 

都
市
公
園 

都
市
環
境
の 

改
善
機
能 

尾張都市計画区域マスタープラン 
基本理念 

■広域からヒトやモノが集まるとともに、歩

いて暮らせる身近な生活圏が形成され

た都市づくり 

大規模自然災害等に備えた安全安心な

暮らしの確保 

自然環境や地球温暖化に配慮した環境

負荷の小さな都市づくりの推進 

リニア新時代に向けた地域特性を最大限

活かした対流の促進 
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緑のまちづくりの目標 

■都市環境の負荷を軽減する（②） 

地表面温度の上昇抑制や生物多様性の確保など、地球環境と

身近な環境の両方に大きな価値を有する緑の保全を図りつつ、

緑の存在価値を認識することができるようにします。 

■心と体をリフレッシュする（④） 

市内にある大小の公園緑地や河川などの既存ストックを市

民の多様なニーズやライフスタイルに応じた運動や憩いの空

間として活用します。 

■市民の安心・安全を支える（⑤） 

緑の多様な防災機能を認識し、田畑や植木を含めた公園緑地

の存在価値を共有し、これらの緑を保全します。 
また、一時避難場所になっている公園について防災関連施設

の設置を進めます。 

■歴史・文化・景観・観光資源の魅力を高める（⑥） 
稲沢らしい地場産業の緑のある風景を守り、誇りを持てるよ

うに、歴史・文化・景観・観光資源と緑が一体となってそれぞ

れの資源の魅力をより高める取組みを進めます。 

■既存ストックである公園・緑地などを生かす（①⑥） 

公園緑地の既存ストックの適切な維持・整備により、利活用

の魅力をより高めていきます。 

■市民・事業者などと協働する（①②） 
市民・事業者が緑の存在価値を認識し、緑の保全や維持・創

出を行うことで、緑を介して豊かなコミュニティが実感できる

ように協働の緑のまちづくりを進めます。 

■都市公園等を整備・活用する（①③） 

大規模公園や身近な公園などを地域ニーズや地域特性、ライ

フスタイルに応じて活用し、市民及び来訪者にとって魅力的な

公園づくりを進めます。 
また、本市の特性を発信するにふさわしい都市公園等の積極

的な魅力化を促進し、面整備済で公園が不足している地区では

整備を進めます。 

稲沢市ステージアッププラン 
（第 6次稲沢市総合計画） 

 

 

●基本政策分野別の方針（抜粋） 

①まちの基盤づくり：緑を身近に感じる良好な住環境を形成するととも

に、幹線道路の整備などにより市街地間の連携強化と広域交通の

利便性の向上を図る。地域資源を引き続き保全・活用し、地域住民

が愛着を持てる公園・緑地を整備。 

②生活環境：自然環境の保全や循環型社会の形成。 

③子育て・教育：子どもを安心して産み育てることができる社会形成、

保育・教育環境を地域と連携して充実。 

④健康・医療：健康を支える環境づくりとスポーツ活動に気軽に取り組

める機会づくり。 

⑤安心・安全：安心して安全に暮らせるまちづくり。 
⑥まちの魅力：文化的で豊かな暮らしを実現するために地域資源を気

軽に体験できる仕組みづくりや、地域が一体となった知名度向上・観

光振興の取組み。 

●目指すまち 

市民が、将来もずっと暮らし続けるまち 

名古屋圏で働く人が、暮らしの場として憧れるまち 

●まちづくりのコンセプト 

名古屋圏における本市の存在感向上 

●土地利用の方針 

本市の特徴である地域の良好な自然環境の保全に

配慮しつつ、豊かな市民生活の実現や産業経済活動

の振興のため、土地利用の誘導を目指し、住・農・商・

工の調和の取れた潤いと活力のある都市の形成を図り

ます。 

緑の将来都市像 

【基本理念】 

健康的で快適な暮らし
が実感できる個性豊か
な緑のあるまち 
 
【方向性】(個性) 

個性豊かで多様な緑を保全し、緑

と共生した暮らしの場を提供する 

⇒本市独自の風景である植木畑、銀

杏畑などの地場産業としての農地

と集落地の共生する農業集落地

や、そこに分布する社寺林、松林

などと共に暮らすまち 

 

【方向性】(暮らし) 

身近な緑を守り育み、既存の公園

などを積極的に活用する 

⇒身近な緑や公園などの保全活用

を進め、潤いある住環境の創出を

図りながら、身近に緑とふれあう暮

らしができるまち 

 

【方向性】(共感) 

緑の存在価値を市民が共有する 

⇒市街地内外に存する多様な緑が

持つ存在価値に共感し、市民の共

通認識として緑を大事にする心を

育むまち 
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２．緑の将来都市像 
（１）基本的考え方 
本市の市街地は、東部の名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅を中心に市街地が形成されており、稲沢地区

の市街化区域内道路には街路樹が多くみられます。それら市街地の周辺や西部には本市の面積の約半

数を占める農地が広がっています。また、木曽川をはじめとした多くの河川が市内を流れています。 

木曽川などの河川や農地、植木畑などの豊かな自然環境を保全するとともに、市内の主要な公園・

緑地や都市機能・歴史資源などの既存ストックを生かした緑のまちづくりを進めます。 

 

（２）拠点の配置 

【広域レクリエーション拠点】 

・サリオパーク祖父江をはじめとして、祖父江砂丘や木曽川沿いのまとまりのある松林

などを広域レクリエーション拠点に位置づけ、自然環境を活用した環境学習会、ウイ

ンドサーフィンや水上バイク、サップヨガなどの水上スポーツなど、サリオパーク祖

父江の特色を生かした市民や来訪者にとって自然体験型の多様なレクリエーション

の場とします。 

【歴史・観光交流拠点】 

・尾張大國霊神社（国府宮）や史跡尾張国分寺跡などを歴史・観光交流拠点に位置づけ、

市民や来訪者にとって緑豊かな歴史や観光交流の場とします。 

【スポーツ・レクリエーション拠点】 

・祖父江の森をはじめとして、野球場や競技場などをスポーツ・レクリエーション拠点

と位置づけ、市民のスポーツや健康づくりの場とします。 

【都市拠点、生活交流拠点、文化交流拠点】 

・都市拠点（名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅周辺）や、生活交流拠点（市役所周辺）、文

化交流拠点（文化の杜の稲沢公園、文化の丘公園）などの都市の拠点においては、街

の緑化を促進し、緑に包まれた市民交流や文化交流の場とします。 

【地域交流拠点】 

・地域住民の日常生活を支える当該拠点においては、住民の交流の場や憩いの場となる

緑の生活環境に寄与するオープンスペースの確保に努めます。 

 

（３）ゾーニング 

【緑化市街地ゾーン】 

・市街化区域では道路や駅前広場、公園・緑地、公共施設などは緑化を推進し、既に緑

化された施設については適切な維持管理に努めることにより、緑の質を高め、緑豊か

で快適な緑空間の創出を図ります。また、民地側においても積極的な緑化を促進し、

市民や事業者と協働で緑豊かな市街地を創出します。 
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【田園居住ゾーン】 

・地域交流拠点など５つの拠点を除く市街化調整区域では、本市独自の風景の点在する

集落と共生する農地や、そこに分布する社寺林、松林、植木畑、銀杏畑などの適切な

農地の保全に努めます。 

【工業地ゾーン及び工業系新市街地ゾーン】 

・既存の工業地ゾーン及び新たな産業を誘導する新工業系市街地ゾーンでは、建物の外

構や道路との境界など民有地の積極的な緑化を誘導し、緑豊かなゾーンを創出します。

特に工業系新市街地ゾーンでは、新たな産業地としての個性が感じられるよう景観面

に配慮した緑化を誘導します。 

【緑の拠点エリア】 

・サリオパーク祖父江、祖父江ふれあいの郷、松林を含む一帯を緑の拠点エリアに位置

づけ、自然環境を生かし、余暇活動や自然とのふれあいの場としての活用を進めます。

（サリオパーク祖父江地区） 

・山崎地区を緑の拠点エリアに位置づけ、地場産業の緑である銀杏畑や屋敷銀杏の有効

活用や、（仮称）イチョウ見本園の整備を進めます。（山崎地区） 

・史跡尾張国分寺跡、矢合観音、愛知県植木センターを含む矢合地区を緑の拠点エリア

に位置づけ、地場産業の緑である植木畑や歴史的資源である史跡尾張国分寺跡の保全

活用を進めます。（矢合地区） 

・桜ネックレス、桜づつみ小公園、平和中央公園などを含む須ヶ谷川周辺地区を緑の拠

点エリアに位置づけ、保全活用を進めます。（須ヶ谷川周辺地区） 

【緑の拠点連携エリア】 

・名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅周辺の市街地、稲沢公園周辺の文化の杜、市民病院、中

央図書館、市民会館周辺の文化の丘、市役所、勤労福祉会館、総合体育館などの公共

施設、尾張大國霊神社（国府宮）周辺の拠点が連携したエリアを緑の拠点連携エリア

に位置づけ、各拠点の連携を図る緑の軸を構築します。 

緑の将来都市図（拠点・ゾーン・エリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

（４）緑の軸及び河川環境軸の配置 
緑の軸と河川環境軸を活用し、水と緑のネットワークの形成を図ります。 

 

【緑の軸】 

・人の流れの結びつきが強いＪＲ稲沢駅から市役所の間の(都)南大通線を緑の軸に位置

づけ、鉄道駅周辺や都市基幹軸沿道の街路樹による四季の移り変わりや緑陰など、緑

のサービスを受けることができるように緑化を進めます。また、より緑が豊かな空間

づくりを進めるために、道路沿道の民有地緑化を促進します。 

・（都）稲沢西春線及び(都)南大通線、(都)祖父江稲沢線、(都)中大通線、(都)馬飼稲

沢線、(都)春日井稲沢線といった東西方向の幹線道路及び(都)西尾張中央道といった

南北方向の幹線道路は、緑の軸として位置づけ、市街地の区間については、街路樹の

適切な維持管理や沿道の民有地緑化の促進により、都市環境の維持や保全、街路景観

の形成を進めます。 

・尾張大國霊神社（国府宮）参道の鳥居、楼門、社寺林とともに参道の桜並木が一体と

なった歩行空間を緑の軸として位置づけ、広域からの利用者の誘導を促進します。 

・サリオパーク祖父江につながる木曽川沿川サイクリングロードを緑の軸として位置づ

け、広域からの利用者の誘導を促進します。 

・緑の軸を中心に、中心市街地内や拠点間を結ぶ路線については、水や緑を楽しめる歩

行者・自転車通行空間の確保に努めます。 

・（都）奥田線は、名鉄国府宮駅周辺と南部の市街化区域を結んでおり、緑の軸として

位置づけ、歩行者が安心して歩くことができるように維持、修繕を図ります。 

・大塚井筋は、大江川緑道と史跡尾張国分寺跡を結んでおり、緑の軸として位置づけ、

歩行者が安心して歩くことができるように整備を進めます。 

【河川環境軸】 

・木曽川を大きな河川環境軸として位置づけ、都市環境の改善機能、レクリエーション

や健康増進機能を中心とした活用を進めます。 

・五条川、青木川、日光川、光堂川、目比川、三宅川、福田川、領内川、須ヶ谷川、大

江川、大助川を身近な河川環境軸として位置づけます。 

・大江川、須ヶ谷川では、既存の散策路の魅力化を図ります。 

・五条川、青木川、日光川、光堂川、目比川、三宅川、福田川、領内川、大助川では、

堤防部などの植生を適正に管理し、生物の生息空間として維持するよう配慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

緑の将来都市図（軸）
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緑の将来都市図 
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３．緑に関する施策の方針 
緑地の保全及び緑化の目標 
緑地の保全（施設緑地の整備を含む）及び緑化について、緑のマスタープランの目標年である 2029

（令和 11）年度の数値目標を設定しました。 

 

１）計画のフレーム 

緑のマスタープランの前提となる計画のフレームは、『稲沢市都市計画マスタープラン』の数値

を基に設定します。  
計画対象区域 

 

 

 

人口の見通し 

 

 

 
 

 
※１ 2015（平成 27）年 国勢調査 
※２ 2016（平成 28）年度 愛知県 都市計画基礎調査 

 
２）緑地の確保目標 

都市公園法施行令第１条では、「都市公園の住民１人当たりの敷地面積の標準は、10㎡以上とし、

当該市町村の市街地の都市公園の当該市街地の住民１人当たりの敷地面積の標準は、５㎡以上とす

る。」と規定されています。 

計画対象区域の面積、人口などの計画のフレームを前提に、緑地、都市公園など緑地などの整備

に係る各指標の目標を定めました。 

農地の転用にともない都市計画区域内の緑地面積が減少していますが、社寺林や街路樹、都市公

園等の質の向上や維持を図り、これらの既存ストックの魅力をより向上させるための取組みの実施

に努めます。 

 

緑地の確保目標 
      

都市計画区域名称 計画対象区域 

尾張都市計画区域 7,935ha（稲沢市全域） 

 実績値 目標値 

2015（平成 27）年度 2029（令和 11）年度

稲沢市全域（人） 136,867※１ 127,741
市街化区域（人） 56,276※２ 52,679

区域 概要 
目標 

2029（令和 11）年度までに
市街化区域

新たに整備する都市公園 
+1.74ha

市街化調整区域 +0.70ha
市街化区域

新たに整備する公共施設緑地 
+0.20ha

市街化調整区域 +1.35ha
合   計 +3.99ha
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緑地などの整備に係る指標の目標 

※１ 2015（平成 27）年 国勢調査 
※２ 2016（平成 28）年度 愛知県 都市計画基礎調査 
※３ 農業振興地域農用地区域の減少を想定  

４．都市公園等の管理の方針 
（１）計画的な施設改修 
本市では、10 年後には供用開始から 20年を経過した公園が 44 箇所（約７割）に達する見込みです。 

特に遊具などについては、児童への安全面に配慮し、計画的な改修や時代に合った更新を引き続き

図ります。  
（２）公園緑地や街路樹などの適正な維持管理 
限られた財源の中で、市内の公園や緑地、街路樹などの緑の持つ機能を効率的かつ効果的に発揮さ

せていくためには、安全性や景観に配慮しつつ、地域や周辺住民、企業など様々な方々の協力を得な

がら、適正な維持管理に努め、緑の質を高めます。      

項目（指標） 
現況 

2018（平成 30）年 4月 
目標 

2029（令和 11）年度

計
画
フ
レ
ー
ム 

都市計画区域面積 7,935 ha 7,935 ha

都市計画区域内人口 136,867 ※１ 人 127,741 人

市街地面積（市街化区域面積） 898 ha 944 ha

市街地内人口（市街化区域内人口） 56,276 ※２ 人 52,679 人

緑
地 

都市計画区域内の緑地面積 3,223.5 ha 3,104.0 ※3 ha

市街化区域内の緑地面積 49.6 ha 50.0 ha

都市計画面積に対する緑地の割合 40.6 ％ 39.1 ％

市街地面積に対する緑地の割合 5.5 ％ 5.3 ％

都
市
公
園
等 

都市計画区域内の都市公園面積 68.4 ha 69.3 ha

都市計画区域の１人当たり都市公園面積 5.0 ㎡/人 5.4 ㎡/人

都市計画区域の都市公園等面積 152.8 ha 155.2 ha

都市計画区域の１人当たり都市公園等面積 11.2 ㎡/人 12.2 ㎡/人

市街化区域内の都市公園面積 21.5 ha 21.7 ha

市街化区域内の１人当たり都市公園面積 3.8 ㎡/人 4.1 ㎡/人
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5．緑地の保全及び緑化推進のための施策 
（１）施策の体系 
基本理念、基本目標を実現するため、緑地の保全及び緑化の具体的施策を示します。 

地域ニーズを十分に把握し、既存ストックの有効活用を図るなど、限られた財源の中で、集中的に

保守・整備を進めます。 

 

施策の体系図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 

 
都市公園等を 
整備・活用する 

 

 
都市環境の負荷を
軽減する 

 

 
心と体を 
リフレッシュする 

 

 
市民の安心・安全 
を支える 

 

 
歴史・文化・景観・
観光資源の魅力を
高める 

 
市民・事業者など
と協働する 

 

 
既存ストックであ
る公園・緑地など
を生かす 

施  策 

③良好な農地や社寺林などの保全促進 
④河川の自然環境の保全 
⑤幹線道路や公共施設の緑化推進 
 

 
⑥歩行者空間や散策路の整備及び再整備 

⑦公園・緑地などへの健康や憩い機能の
充実 

 
⑧防災機能を担う公園などの充実 
⑨緑で快適・安全なまちづくりの推進 

⑩緑と一体となった稲沢らしい地域資源
の保全・活用 

⑪地場産業の緑である植木畑や銀杏畑の
保全・活用促進 

⑫緑に関わる人材育成の推進 
⑬緑づくりの啓発活動の推進 
⑭民有地緑化の促進 

 
⑮既存ストックを生かした公園・緑地の
活用 

 

 
①身近な公園・緑地の整備及び再整備 
②拠点的な公園・緑地の活用促進 

基本理念 

健
康
的
で
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適
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暮
ら
し
が
実
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で
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豊
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な
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の
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ま
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緑を保全し、緑と
共生した暮らしの
場を提供する 

 
 
 
身近な緑を守り育
み、既存の公園な
どを積極的に活用
する 

 

 
 
 
 
緑の存在価値を 
市民が共有する 
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（２）具体的施策 
施策の体系に示した施策について、具体的内容を示します。 

 

基本目標︓都市公園等を整備・活用する 

施策① 身近な公園・緑地の整備及び再整備 
●既存公園の再整備 
本市の特性を発信するにふさわしい都市公園等の積極的な魅力化を促進するために、地域ニー
ズに応じた既存公園の再整備を検討します。 
 

●都市公園の整備 
面的整備済みの地域において、都市公園整備がされていない箇所では、新たな都市公園用地の
確保が必要です。また、新たに市街化区域に編入する地区においては、積極的に都市公園の整備
に努めます。 

 
施策② 拠点的な公園・緑地の活用促進 
●拠点的な公園・緑地の活用促進 
拠点的な公園・緑地に、より人が集うことができる仕組みを検討し、イベント活動や交流の場
としての活用促進を図ります。 

 

基本目標︓都市環境の負荷を軽減する 

施策③ 良好な農地や社寺林などの保全 
●優良農地の保全 
優良農地については、生産面のみでなく防災面、景観面など多面的機能の維持からも重要であ
り、保全に努めます。 
 

●社寺林などの保全 
社寺林などのまとまった緑は、山林がない本市においては大切な緑であり、また、身近な鎮守
の森として緑の保全及び緑化の推進に関する条例に基づき指定している保存樹、保存樹林の制度
を活用し、その保全に努めます。 

 
施策④ 河川の自然環境の保全 
●木曽川の自然環境の保全 
本市の根幹的な河川環境軸である木曽川には、全国でも珍しい河岸砂丘である祖父江砂丘や松
林があります。近年、砂丘の減少や松枯れ被害が発生していることから、砂丘と松林の保全に努
めます。また、この自然環境を環境学習会などを通じて、動植物の生育や生息状況等に関する観
察や調査を実施する環境学習の場として活用します。 
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●その他の河川の自然環境の保全 
五条川、青木川、日光川、光堂川、目比川、三宅川、福田川、領内川、須ヶ谷川、大江川など
の河川は身近な河川環境軸であり、自然環境の保全を図ります。 
大江川及び須ヶ谷川では散策路の魅力化を図るために、老朽化した施設の改修とともに、新た
な散策路の整備を検討します。 
五条川、青木川、日光川、光堂川、目比川、三宅川、福田川、領内川では、護岸上の法面や高
水敷などの植生の適正な管理を河川管理者に働きかけ、生物の生息空間としての維持に努めます。 
 

施策⑤ 幹線道路や公共施設の緑化推進 
●幹線道路の緑化推進 
幹線道路においては、街路樹の適切な維持管理を進めます。また、市街化区域においては緑の
軸の沿道の民有地緑化を促進し、緑の豊かな市街地形成を進めます。 

 
●公共施設の緑化推進 
公共施設緑化は市民への潤いとやすらぎを与える場となるよう、積極的な緑化と適切な維持管
理を進めます。なお、周囲の緑と一体となって生きものの生息・生育空間を拡大するエコロジカ
ル・ネットワーク（生態系の連続性や一体性）の形成が期待できる場所では、原則従来からその
地域に自生していた植物種（在来種）を考慮し、周辺の緑と一体となって生物の生息・生育空間
を拡大するよう配慮します。 
また、市民参加による花壇づくりなど市民と行政の協働による緑づくりを進めます。なお、在
来の生き物の生息空間に貢献する緑化に配慮していきます。 
 

基本目標︓心と体をリフレッシュする 

施策⑥ 歩行者空間や散策路の整備及び再整備 
●既存の散策路やウォーキングコースの魅力度の向上 
緑や花、水が楽しめる既存の散策路やウォーキングコースの整備・再整備を進めるとともに、
休憩用のベンチ設置や樹木、そして花の案内板、マップづくりなどにより水と緑のネットワーク
の魅力度を向上させ、情報発信に努めます。 

 
施策⑦ 公園・緑地などへの健康や憩い機能の充実 
●健康遊具の充実 
公園・緑地において、健康増進への関心を向上させ、気軽に体を動かすことができる健康遊具
の充実を図り、体力向上、介護予防、生活習慣病予防などを図ります。 
 

●多様な自然の中でのふれあい体験 
サリオパーク祖父江において、サップヨガやウインドサーフィンなどの水上スポーツや、自転
車競技であるシクロクロスなど、自然とのふれあい体験の中で健康づくりを国、県と連携し進め
ます。 
 



33 

●サイクリングロードの整備 
木曽三川公園の拠点をつなぐサイクリングロードの整備を進めます。 
 

基本目標︓市民の安心・安全を支える 

施策⑧ 防災機能を担う公園などの充実 
●防災関連施設の設置 
一時避難場所に指定している公園などにおいては、避難誘導灯やかまどベンチ等防災関連施設
の設置を推進します。 

 
●防災に配慮した都市公園の整備 
新たな市街地の整備にあたっては、土地区画整理事業などの実施により、一時避難場所となる
公園の適正な配置や避難路の確保、延焼を防止する街路樹を植樹することで、防災・減災に配慮
した市街地の形成を図ります。 

 
施策⑨ 緑で快適・安全なまちづくりの推進 
●まちの防災性向上 
まちの防災性向上に向けて延焼防止や地震対策のために生垣などの緑化の重要性を啓発し、緑
化を促進します。また、歩行者の安全性向上に向けて沿道部における倒壊の恐れのあるブロック
塀の生垣化も促進します。 
 

●緑の存在価値の共有 
農地や社寺林、公園・緑地が防災上からも大切であることを市民が認識し、地域や市民が連携
により緑を活用した防災・減災対策を推進するように、意識啓発や情報発信に努めます。 
 

基本目標︓歴史・文化・景観・観光資源の魅力を高める 

施策⑩ 緑と一体となった稲沢らしい地域資源の保全・活用 
●歴史公園の整備 
美濃路稲葉宿において、（仮称）美濃路稲葉宿本陣跡ひろばの整備・活用を進めます。 

 
●史跡尾張国分寺跡の保存整備と活用 
『尾張国分寺跡史跡保存整備基本構想』などに基づき、史跡尾張国分寺跡を史跡公園として整
備し、活用を図ります。 

 
施策⑪ 地場産業の緑である植木畑や銀杏畑の保全・活用促進 
●植木畑の保全 
本市の植木は日本四大生産地の一つであることから、市内各所でまとまった緑として親しまれ
ています。そのため、植木畑として保全できるよう、生産者と連携に努めます。 
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●銀杏畑や屋敷銀杏の保全 
祖父江の銀杏は日本最大級の生産量を誇っており、秋の銀杏畑や屋敷銀杏は本市の代表的な風
物詩の一つです。また、これらは生産資源であるとともに地域の風景を構成する重要な樹種であ
ることから、これらの風景を守り、継承していくために、地域とともに保全に努めます。 

 
●（仮称）イチョウ見本園の整備 
（仮称）イチョウ見本園の整備を進め、施設整備後の運営や、地域の魅力をより高めるための
取組みを市民協働で進めます。 
 

基本目標︓市民・事業者などと協働する 

施策⑫ 緑に関わる人材育成の推進 
●公園管理に関わる団体やアダプトプログラム参加団体の活性化に向けた取組みの検討 
既存の公園などの維持管理や、アダプトプログラムで公共施設の美化活動を行っている地元団
体が今後さらに増加し、また、活性化するように活動の認知度や魅力度の向上を図ります。 

 
施策⑬ 緑づくりの啓発活動の推進 
●緑づくりを楽しむ機運の醸成 
ライフスタイルに合わせた緑づくりの紹介を図るとともに、緑の写真展、庭木の紹介などの情
報発信により、緑づくりを楽しむ機運の醸成に努めます。 

 
施策⑭ 民有地緑化の促進 
●緑づくりを楽しめるサポートの推進 
緑化助成制度の拡充や案内とともに、緑の相談窓口などに関し、植木業者との協働を検討しま
す。 

 
●緑の機能の見える化 
緑の効果により、ヒートアイランド現象の緩和やクーラーなどの省エネによる経費削減など、
快適性が向上することを市民にわかりやすく情報提供することにより、生垣設置等の補助制度を
活用した民有地緑化を促進します。 

 

基本目標︓既存ストックである公園・緑地などを生かす 

施策⑮ 既存ストックを生かした公園・緑地の活用 
●公園の改修整備 
市内には多くの公園ストックがあり、これらを生かすために、老朽化が進んだ都市公園等の改
修を住民の意見をうかがいながら、計画的に更新及び改修を進めていきます。 
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●居心地の良い公園施設づくり 
公園の改修整備にあたっては、少子高齢化に対応して子育て支援や中高齢者の健康増進、ユニ
バーサルデザインへの配慮など、誰でも使いやすく、地域ニーズを反映した居心地の良い公園施
設づくりを進めます。 
 

●公園照明灯のＬＥＤ化 
環境負荷の軽減や、維持管理コストの削減のため、公園照明灯などのＬＥＤ化を着実に進めま
す。 

 
●イベントの実施 
広域レクリエーション拠点に位置づけたサリオパーク祖父江において、年間を通じた来園につ
なげるため、既存ストックである木曽川の豊かな自然環境と公園施設を活用した四季折々のイベ
ントを国、県と連携して実施します。 

 
●県事業等の活用 
あいち森と緑づくり事業の環境活動・学習推進事業や都市緑化推進事業などを積極的に活用し、
既存ストックである公園・緑地の利用増進及び緑の質の維持、向上を図ります。 
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第５章 緑の重点地区 
１．緑の重点地区の設定 
（１）緑の重点地区とは 
本市には山林のようなまとまった緑は少ないものの、市域の約 50％が農地であり、本市独自の風景

である植木畑、銀杏畑、社寺林などから他の市町村にはない緑のまちなみとなっています。 

市民にとって健康的で快適な暮らしが実感できる個性豊かな緑のあるまちづくりに向けて、本市独

自の風景である植木畑、銀杏畑などの緑や身近な緑、既存の公園の保全活用などを積極的に進めてい

く必要がありますが、効率的に目標を達成していくためには、高い効果が期待できる地区に対して重

点的に施策展開を進めていくことが有効です。 

このため、緑のマスタープランでは、「地域別ワークショップ」から得られた提案などを踏まえ、「選

択と集中」の視点から、重点的かつ先行的に施策を展開する地区を「緑の重点地区」と定め、施策の

取りまとめを行いました。 

なお、緑の重点地区は、都市緑地法第４条第２項第８号の規定に基づき定められた「重点的に緑化

の推進に配慮を加えるべき地区」である緑化重点地区と同様のものと考えています。 

 

（２）緑の重点地区の設定 
緑の重点地区の設定にあたっては、緑の将来都市像の緑の拠点エリア、緑の拠点連携エリアとして

位置づけた以下の４地区を選定しました。 

 

○「緑の拠点連携エリア地区」  ○「矢合地区」 

○「山崎・サリオパーク祖父江周辺地区」 ○「須ヶ谷川周辺地区」 

 

緑の重点地区位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の拠点連携エリア地区

矢合地区 

山崎・サリオパーク祖父江周辺地区

須ヶ谷川周辺地区 
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２．緑の重点地区別整備方針 
（１）緑の拠点連携エリア地区 
１）基本的考え方 

名鉄国府宮駅やＪＲ稲沢駅といった市の玄関口や、尾張大國霊神社（国府宮）、市民会館や中央
図書館の集まる文化の丘、稲沢公園や大学、美術館の集まる文化の杜、市役所や総合体育館など公
共施設の集まる区域などの拠点や歴史資源である美濃路の稲葉宿などがあります。 
これらの拠点の緑の保全や緑化を進め、緑の軸で結ぶ緑豊かなまちづくりを目指します。 

 
２）主な整備方針 

基本目標︓緑の拠点がつながり、多様な緑が感じられるまちづくり 

基本方針１．稲沢の歴史や特色が感じられる空間の創出を図ります。 
【具体的施策】 
①名鉄国府宮駅前広場での緑の拠点整備  
○駅前広場やその周辺の緑化など、事業者や地域住民と協働して植木のまちとしての稲沢らしさ
が感じられる整備を検討します。 
 

②（仮称）美濃路稲葉宿本陣跡ひろばの整備・活用 
○（仮称）美濃路稲葉宿本陣跡ひろばの整備にあたっては、美濃路らしさを演出しつつ、地域住
民がイベントなどに活用できるスペースを確保します。 

 
基本方針２．尾張大國霊神社（国府宮）と参道の緑豊かな景観の保全を図ります。 
【具体的施策】 
③社寺林及び参道の並木の保全  
○尾張大國霊神社（国府宮）の社寺林や参道の桜並木については、緑の保全及び緑化の推進に関
する条例に基づき指定している保存樹、保存樹林の制度を活用し、引き続き保全に努めます。 
 

基本方針３．地域住民とともに公園の整備及び再整備を図ります。 
【具体的施策】 
④防災関連施設を設置した公園・緑地整備  
○比較的規模の大きな街区公園を中心に、避難誘導灯、かまどベンチなど、防災関連施設の設置
を進めます。 

 
⑤地域住民との協働による特色ある公園の整備や再整備  
○公園の整備や再整備にあたっては、計画段階から地域住民の参加を得て特色ある公園とすると
ともに、市民との協働により維持管理や活用を図ります。 
○面的整備済みで市街化区域にも関わらず都市公園整備がされていない緑町周辺や、新たに市街
化区域に編入する地区においては、地域住民の参加を得て新たな都市公園の整備に努め、整備
後は地域住民との協働により維持管理や活用を図ります。 
 



38 

基本方針４．水と緑のネットワーク整備を図ります。 
【具体的施策】 
⑥水と緑のネットワーク化  
○五条川、青木川、三宅川では、生物多様性に配慮した河川堤防などの植生管理の方法を検討し
ます。また、大江川では休憩のためのベンチや周辺の観光資源を紹介する案内板の設置などを
市民との協働により検討し、横断する道路にも配慮した既存の散策路の魅力向上を図ります。 
○（都）奥田線は、名鉄国府宮駅周辺と南部の市街化区域を結んだ緑の軸として、歩行者が安心
して歩くことが出来るように再整備を進めます。 

 
基本方針５．民間事業者による公園活用を図ります。 
【具体的施策】 
⑦利用者の満足度向上と維持管理費の軽減  
○グリーン・スパーク中央公園や稲沢駅東多目的広場は、隣接する民間施設と管理運営の可能性
を検討し、利用者の満足度向上と維持管理費の軽減を図ります、 
 

⑧稲沢駅東多目的広場の管理運営  
○稲沢駅東多目的広場と民間事業者が建設するアリーナの双方の魅力向上を目指し、事業者と協
議の上、管理運営方法を検討します。 
 

⑨民間事業者の活用の促進  
○稲沢公園の魅力を高めるため、周辺の大学や美術館の利用者などが利用できる飲食店やワゴン
販売などについて、民間事業者の活用を検討します。 

 
基本方針６．沿道の民有地緑化を促進します。 
【具体的施策】 
⑩緑豊かで歩いて楽しい空間づくり  
○（都）中大通線沿線及び尾張大國霊神社（国府宮）参道の沿道の民有地緑化を促進し、緑豊か
で歩いて楽しい空間づくりに努めます。 
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緑の拠点連携エリア地区方針図 

 

 

 

 

 

⑨民間事業者の活用の促進

②（仮称）美濃路稲葉宿本
陣跡ひろばの整備・活用

①国府宮駅前広場での
緑の拠点整備 ⑦利用者の満足度向上

と維持管理費の軽減

⑧稲沢駅東多目的
広場の管理運営 

⑩緑豊かで歩いて楽
しい空間づくり 

⑤地域住民との協働による特色ある公園の整備や再整備 

⑥水と緑のネットワーク化

④防災関連施設を設置した公園・緑地整備

③社寺林及び参道の
並木の保全 
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（２）矢合地区 
１）基本的考え方 

本市独自の風景である植木畑と一体となった集落景観があり、また、史跡尾張国分寺跡をはじめ
歴史的価値の高い地域資源や緑豊かな社寺が分布しています。 
これらの個性豊かで多様な緑の保全や水辺の確保に努め、緑と共生した暮らしの場のモデルとな

るような緑のまちづくりを目指します。 
 
２）主な整備方針 

基本目標︓地場産業である植木や史跡尾張国分寺跡を生かした緑豊かなまちづくり 

基本方針１．集落内外の植木畑の保全と活用を図ります。 
【具体的施策】 
①植木畑の景観保全策の検討  
○本市独自の風景である植木畑と一体となった矢合地区の集落景観の保全策を地域住民や植木
生産者などと検討します。 
 

②植木畑を活用したイベントなどの実施  
○植木生産者と連携し、植木のショールームとして植木産業の振興につながるモデル庭園の展示
や緑化の相談窓口の設置などを検討します。 
○公有地だけでなく、民地においても樹名板や環境に対する効果（ＣＯ２の吸収力など）を表記
した説明板を設けるなど、市民と協働し、環境教育の場として活用できるような仕掛けを検討
します。 
○矢合地区の植木をＰＲするイベントやガーデニング教室など、市民が植木に親しむ場を検討し
ます。 

 
基本方針２．散策路を整備し緑豊かで、特徴のある空間づくりを図ります。 
【具体的施策】 
③社寺の花木や自由広場の活用  
○社寺の花木や自由広場の活用とともに、安楽寺の桜並木や円光禅寺の萩・椿、愛知県植木セン
ターの梅など、四季が感じられる散策路の活用にも努めます。 
 

④散策路の整備  
○「歩くって い な♪いなざわマップ」などのウォーキングルートに案内サインの設置などの
整備を検討します。 
○大塚井筋を活用して、歴史や特色のある社寺を回遊できるよう散策路の整備を進めます。また、
将来的には木曽川沿川サイクリングロードと有機的に結ぶことを検討します。 
 

⑤集落内の緑化推進  
○散策路に面した住宅を中心に生垣設置を促進するとともに、あいち森と緑づくり事業などを活
用して、緑化を推進します。 
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基本方針３．史跡尾張国分寺跡を保存整備し、史跡公園として活用を図ります。 
【具体的施策】 
⑥史跡尾張国分寺跡の史跡公園の整備 
○史跡尾張国分寺跡については、教育委員会と連携して史跡の保存と史跡公園としての活用を図
ります。 

矢合地区方針図 
 

①植木畑の景観保全策の検討

②植木畑を活用したイベントなどの実施

④散策路の整備 

⑤集落内の緑化推進 

③社寺の花木や 
自由広場の活用

⑥史跡尾張国分寺跡の
史跡公園整備の検討 
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（３）山崎・サリオパーク祖父江周辺地区 
１）基本的考え方 

本市独自の風景である銀杏畑や屋敷銀杏をはじめとする地域資源が豊かな農業集落地があり、ま
た、木曽川沿いにはサリオパーク祖父江や松林などの豊かな自然環境があります。 
これらの身近な緑や公園の積極的な活用が行われる緑のまちづくりを目指します。 

 
２）主な整備方針 

基本目標︓地場産業である銀杏とサリオパーク祖父江を生かしたまちづくり 

基本方針１．銀杏畑や屋敷銀杏の保全と活用を図ります。 
【具体的施策】 
①銀杏畑や屋敷銀杏の保全活用策の検討  
○本市の特徴的な景観である銀杏畑や屋敷銀杏の保全策と山崎地区の景観について、保全を促し
活用策を検討します。 
 

②「（仮称）イチョウ見本園」の整備  
○銀杏を広く県内外にＰＲする場となる「（仮称）イチョウ見本園」を整備し、地域での銀杏保
全の啓発やイチョウ散策の拠点とします。 
○「（仮称）イチョウ見本園」の管理運営については、地域やボランティア団体などとの協働に
より行うことを検討します。 
 

基本方針２．広域レクリエーション拠点の活用を図ります。（サリオパーク祖父江） 
【具体的施策】 
③サリオパーク祖父江の活用促進  
○多様な生物を観察できる場として、環境学習会（自然観察会）を市民団体などと協働して開催
します。 
○市民ボランティアなどと連携し、水面、砂丘、河畔林などを活用したイベントの充実や PR 活
動の推進を図ります。 
 

④サリオパーク祖父江へのアクセス道路などの整備  
○サリオパーク祖父江へのアクセス性を高めるため、案内板の設置や（都）祖父江稲沢線などの
整備を推進します。 
○サリオパーク祖父江と善光寺東海別院などの周辺施設を組み合わせた観光ルート沿道の民有
地緑化や既存の緑の保全に努めます。 
 

基本方針３．木曽川の豊かな自然景観の保全を図ります。 
【具体的施策】 
⑤祖父江砂丘の保全  
○祖父江砂丘については、国と連携し砂の流出防止策を検討するなど、その保全に努めます。 
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③サリオパーク祖父江の活用促進

④サリオパーク祖父江へのアクセ
ス道路などの整備 

⑤祖父江砂丘の保全 

⑥松林の保全 

⑦散策路などの
活用策の検討 

②「（仮称）イチョウ
見本園」の整備 

①銀杏畑や屋敷銀杏の保全活用策の検討 

⑧サイクリングロードの整備 

⑥松林の保全  
○防砂のために植えられた松林については、こも巻きや薬剤注入などにより、引き続き保全に努
めます。 

 
基本方針４．水辺を生かした歩行者・自転車ネットワークの形成を図ります。 
【具体的施策】 
⑦散策路などの活用策の検討  
○地域住民と協働し、水（広口池、領内川）と緑（善光寺東海別院、祐専寺など）をつなぐ散策
路を検討します。 
 

⑧サイクリングロードの整備 
○サリオパーク祖父江につながる木曽川沿川サイクリングロードの整備を促進します。 
 

山崎・サリオパーク祖父江周辺地区方針図 
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（４）須ヶ谷川周辺地区 
１）基本的考え方 

日光川や三宅川に囲まれ、地域の中心部を流れる須ヶ谷川下流の河川沿いには 60 種、約 1,400
本の桜がみられる桜ネックレスがあり、地域のシンボルとして親しまれています。 
また、大規模な工場が立地する平和工業団地では、工場及び周辺の緑化が行われています。 
桜ネックレスを継承し、工場周辺の緑化を促進するなど、植木のまちとしての稲沢らしさが感じ

られる緑のまちづくりを目指します。 
 
２）主な整備方針 

基本目標︓地域との協働による桜のまちづくり 

基本方針１．桜ネックレス構想を継承します。 
【具体的施策】 
①桜の植樹や桜ネックレス構想の継承  
○桜ネックレス構想を受け継ぎ、歩行者が安心して通行できるように桜ネックレスの分断箇所の
解消や延長を検討します。 
○勝幡城跡など地域資源の活用も検討します。 

 
基本方針２．工場及び周辺の緑化の促進、平和中央公園のあり方を検討します。 
【具体的施策】 
②工場の緑化の促進  
○工場における緑化を促進し、緑化の推奨パンフレットを作成するなど、植木のまちとしての稲
沢らしさが感じられる緑豊かな空間づくりを促進します。 
 

③平和中央公園のあり方の検討  
○平和中央公園の一部未供用箇所のあり方について検討します。 
 

基本方針３．地域住民とともに桜のまちづくりを継承します。 
【具体的施策】 
④地域住民による桜の植樹・維持管理 
○地域住民との協働による桜の植樹や維持管理、水路清掃や水質改善など、桜のまちづくりへの
参加しやすい仕組みづくりを検討します。 
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須ヶ谷川周辺地区方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

④地域住民による桜の植樹・維持管理 

③平和中央公園のあり方
の検討 

①桜の植樹や桜ネックレス
構想の継承 

②工場の緑化の促進 
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第６章 実現化方策 
１．計画の実現に向けた取組み方針 
緑のマスタープランは、緑のまちづくりの指針としての役割を示すものです。したがって、計画の実

現に向けては、緑のマスタープランに示した内容に基づき、個別・具体的な事業計画の策定や、関係機

関との調整・協力、市民との協働などにより計画の実効性を確保していくことが必要です。このことか

ら、市民・事業者・行政が連携を図りながら、効率的かつ効果的に事業を推進していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

稲
沢
市
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の
マ
ス
タ
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プ
ラ
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実
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に
向
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て 

 行政  個別・具体的な計画の作成 

市民の理解や協力を得ながら、緑のまちづく

りに係わる個別・具体的な計画を作成します。

 行政  関係機関との調整・協力 

緑のまちづくりに係わる取組みの事業化や事

業の円滑な推進のため、国、愛知県、隣接自治

体、その他公的機関（鉄道事業者、ＵＲ都市機

構、愛知県住宅供給公社）、民間事業者、地域団

体、市民活動団体などとの調整・協力を図りま

す。 

 官民  民間活力を生かしたまちづくり 

民間事業者の活用、地域団体、市民活動団体

や市内大学などとの連携など多様な見地から民

間活力の導入を検討し、維持管理コストの削減

などを図るとともに、既存の公園・緑地の活用

や魅力化を図ります。 

 官民  開発などに対する適切な誘導 

植木のまちとしての稲沢らしさが感じられる

よう、緑豊かな空間づくりを民間企業や開発事

業者などに対して適切に誘導していきます。 

 官民  個別・具体的計画に基づいた事業化 

個別・具体的計画に基づき、事業化を図って

いきます。 

 官民  緑のまちづくり活動に対する技術的な支援 

専門家・アドバイザー、ＮＰＯなどの人的な

ネットワークにより、技術的な支援やサポート

ができる体制づくりを進めていきます。 

 市民  緑のまちづくり活動の促進 

市民に緑のまちづくりへの参画を促すこと

で、緑のまちづくりの担い手を発掘・育成し、

市民による主体的な緑のまちづくり活動を促進

します。 

計 画 
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 行政  1 

緑のまちづくりに 

関する情報の 

共有化 

○広報やホームペ

ージ、ＳＮＳを

活用した情報の

発信 

○パンフレットや

チラシの発行 
 

情報共有

 行政 ：行政が主体となるもの 

 市民 ：市民・民間事業者が主体となるもの 

 官民 ：官民連携または行政もしくは市民・民間事業者が主体となるもの



47 

２．計画の進捗管理 
緑のマスタープランに掲げた将来像「健康的で快適な暮らしが実感できる個性豊かな緑のあるまち」

の実現に向け、指標及び目標値・方向性を設定することにより、進捗状況を管理しながら、具体的な施

策を展開していきます。 

具体的な施策を展開するにあたっては、社会経済情勢の変化や市民意向を把握しつつ、計画(Plan)、

実践（Do）、点検・評価(Check)、見直し(Action)を順次行なっていく「ＰＤＣＡサイクル」により進め

ます。 
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